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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和４年度第２回直江津区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 【協議事項】 

  ・令和４年度地域活動支援事業について（公開） 

   ①提案者によるプレゼンテーション 

   ②質問項目協議 

３ 開催日時 

令和４年５月１７日（火）午後６時００分から午後８時１３分 

４ 開催場所 

上越市レインボーセンター 多目的ホール 

５ 傍聴人の数 

１２人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員： 青山恭造（副会長）、田中美佳（副会長）、磯田一裕、 川芳夫、 

河野健一、久保田幸正、坂井芳美、竹田禎広、田中 実、田村雅春、

増田和昭、水澤 夫、水島正人（欠席者３名） 

・事務局： 北部まちづくりセンター：中村センター長、小川係長、千田主任 

８ 発言の内容 

【中村センター長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【青山副会長】 

 ・挨拶 

 ・会議録の確認：水澤委員、水島委員に依頼 
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  議題【協議事項】令和４年度地域活動支援事業について、事務局へ説明を求める。 

【小川係長】 

 ・当日配付資料№１「令和４年度 直江津区地域活動支援事業提案書 受付一覧」に基

づき説明 

 ・本日の進め方の説明 

【青山副会長】 

これより、①提案者によるプレゼンテーションを次第の順番で行う。 

〇 №１ クリーンナップ上越ｉｎ五智事業 

〇 №３ 五智公園の整備、有効活用支援事業 

〇 №４ 上越市「地域の宝」北前船がはこんだものガイドマップ改訂事業 

〇 №１３ 福永十三郎顕彰・四十物祭事業 

〇 №５ 直江津区 若者活性化事業 

〇 №６ マタニティー＆子育て家族フェス事業 

〇 №７ 「直江津写真フェア」事業 

〇 №８ （仮称）なおえつ うみまちアート２０２２事業 

〇 №１２ 交流と賑わいによる「みなとまちづくり」プロジェクト事業 

〇 №２ 直江津地区ひとり親家族緊急支援事業 

〇 №１４ 「新潟県鉄道発祥の地・直江津」の魅力発信事業 

〇 №１０ 天王川クリーンナップ大作戦事業 

〇 №１１ 直江津水族館ロード（仮称）アート修景整備事業 

〇 №９ えちご・くびき野１００㎞マラソン直江津おもてなしプロジェクト 

２０２２事業 

【青山副会長】 

以上でプレゼンテーションを終了する。 

 （休憩） 

  次に、②質問項目の協議を行う。採点するうえでの疑問点等について協議し、提案者

への質問について決定する。提案番号順に１件ずつ進める。 

最初に「№１ クリーンナップ上越ｉｎ五智事業」について質疑を求めるがなし。 

  次に、「№２ 直江津地区ひとり親家族緊急支援事業」について質疑を求める。 

【増田委員】 
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  昨年も言ったが、上越市内にひとり親世帯は１３００程ある。１３００世帯もあるに

もかかわらず、提案事業では３０世帯しか対象にしていないように読みとれる。かかっ

た費用の費用対効果からみると、ごく一部の人たちに配布しているように感じるのでど

のように考えているか伺いたい。 

【田村委員】 

  増田委員と同意見だが、募集方法がＳＮＳ等で３０人選ぶとあるが、その手段が使え

ない家庭はどうなるのか。その選び方が問題だと思う。 

【磯田委員】 

  これは団体の人に聞くよりも、我々がどう判断するかだと思う。一義的には貧困問題

の解決やひとり親世帯への支援は市全体の問題である。セーフティーネットとして最低

限の市の支援があって、その上にもう一つ「直江津区では特別にこういうことがあるか

ら直江津区の地域活動支援事業でお願いします」というのであればわからなくはないが、

各回３０世帯というのは、直江津区に限ったことではなくて、２００世帯あるところか

ら、申し込み順に毎回３０世帯である。直江津区で提案する意義が明確でない。そこは

屋上屋を重ねるのかという議論と直江津区でなければならない理由が見えてこない。 

【増田委員】 

  経費の中で、食材の運搬費をフードバンクじょうえつに委託するとあるが、これは委

託であれば見積書が必要である。きちんと貰ってほしい。 

【青山副会長】 

  他に意見を求めるがなし。 

次に、「№３ 五智公園の整備、有効活用支援事業」について質疑を求める。 

【田村委員】 

  今回、かなり多くのパンフレットなどを作ろうとしている。議会も上越市の対応も来

年度から地域活動支援事業がなくなるということで、またベンチを希望している。前回

はやむを得ないという議論になったが、これは、上越市の公園の事業ではないかと思う。 

今後の地域活動支援事業の在り方について議論されているところであり、上越市議会も

地域活動支援事業の廃止を認めると市に提言したから、市のほうでも共有できる考えだ

と言われている。今回が最後だということで上乗せされている感じが強い。 

  ベンチの問題については、備品はどこまでよいのかという議論になってくるし、市長

もその辺について疑問を呈している。この辺は、我々も少し整理をして市長や議会への
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方向も考えながら採択したほうがよいと思う。 

他に意見を求めるがなし。 

次に、「№４ 上越市「地域の宝」北前船がはこんだものガイドマップ改訂事業」につ

いて質疑を求める。 

【田村委員】 

  昨年、市の施設である市民いこいの家がマップに載っていないのは問題だと指摘した。

やはり、市の施設はきちんと載せてほしい。 

【青山副会長】 

他に意見を求めるがなし。 

次に、「№５ 直江津区 若者活性化事業」について質疑を求める。 

【増田委員】 

  昨年、ほぼ同じ内容で不採択だった。今年どこが変わっているかというと、６月から

３月まで月に１回スポーツの交流会を行う、ビーチクリーン作戦も６月から１０月まで

行う継続で挙がってきている。そこが昨年と違うところである。これは、社会人サーク

ルの活動の一環だと思う。だが、そのことはどこにも書いていない。そもそも社会人サ

ークルとはどういう設立趣旨で、どういう活動をしているかわからないと点数が付けら

れない。社会人サークルの活動実態と直江津での活動実態を聞かせてほしい。他で活動

しているのであれば、地域活動支援事業に申請しなくてもよいのではないか。 

【田村委員】 

  広告費だが、ここまでお金を掛けなくても、もう少し安く広告を出す方法があると思

う。 

【磯田委員】 

  事業の目的及び期待する効果に、「直江津区に住まう若い世代の交流やコミュニティ作

りのプラットフォームを創り」と書いてあり、プラットフォームを創りというのは、多

分、社会人サークルを作ることだと思う。「「やってみたい」などの柔軟な発想と行動力」

というのは、スポーツ交流会事業などを実施していく中で、何か社会的意義のあること

を実施するということで、出てくるかどうかわからない状況である。そのあとに「ソー

シャルビジネスを進めていく」とあり、起業のようなことまでイメージしているが、そ

のイメージと事業内容にすごくギャップがあり、事業内容から、事業の目的や期待する

効果に結びついていかない。もう少し具体的なビジョンも含めて、教えていただきたい。 



 - 5 - 

【青山副会長】 

  他に意見を求めるがなし。 

次に、「№６ マタニティー＆子育て家族フェス事業」について質疑を求める。 

【増田委員】 

  昨年も提案しているが、かなりの金額を使っているのに６人しか参加していない。今

年は、大々的に実施すると言っているが、タイムスケジュールがどうなっているのか記

載がない。会場使用料に１７時間とあるが、そこの根拠が不明である。２日間実施する

のかもわからないので質問したい。 

  それから、年間の活動をどうしているのか。一発勝負で行っているのか。これをきっ

かけにして会の活動を行っているのかを聞かせてほしい。 

【青山副会長】 

他に意見を求めるがなし。 

次に、「№７ 「直江津写真フェア」事業について質疑を求めるがなし。 

  次に、「№８ （仮称）なおえつ うみまちアート２０２２事業」について質疑を求め

る。 

【増田委員】 

  直江津屋台会館でイベントを開催とあるが、具体的に何をどのように実施するかが、

書いていない。それがないと我々は判断できないのでお聞きしたい。 

【田村委員】 

  市の職員は地域活動支援事業に提案できないと思うが、市議会議員はよいのか。 

【中村センター長】 

  活動団体の構成員として、市職員、市議会議員が入ることは、差し支えない。 

【青山副会長】 

他に意見を求めるがなし。 

  次に、「№９ えちご・くびき野１００㎞マラソン直江津おもてなしプロジェクト２０

２２事業」について質疑を求めるがなし。 

  次に、「№１０ 天王川クリーンナップ大作戦事業」について質疑を求める。 

【田村委員】 

  先日、天王川周辺を歩いてみたが、川が汚れていた。壁画の前は草がかなり生えてい

た。その辺はどのように管理しているのかお聞きしたい。 
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【青山副会長】 

他に意見を求めるがなし。 

  次に、「№１１ 直江津水族館ロード（仮称）アート修景整備事業」について質疑を求

めるがなし。 

  次に、「№１２ 交流と賑わいによる「みなとまちづくり」プロジェクト事業」につい

て質疑を求めるがなし。 

  次に、「№１３ 福永十三郎顕彰・四十物祭事業」について質疑を求めるがなし。 

  次に、「№１４ 「新潟県鉄道発祥の地・直江津」の魅力発信事業」について質疑を求

める。 

【磯田委員】 

  この提案は、前回不採択にしている。我々の議論の中で不採択にした理由を伝えるべ

きだったのかと思う。前と同じことを提案してきている理由を聞いてほしい。 

【田村委員】 

  前回、動輪の錆が酷かったかと思うが、その後、綺麗になっているのか。提案するに

あたり錆が酷いようでは、展示物としてはいかがなものかといった議論があったと思う。 

【磯田委員】 

  事業２についても、毎年１０月になおえつ鉄道まつりを行っている。その時には、も

っと盛大に自由通路を使っていて、菓子組合等、様々な団体がここで物販をしている。

鉄道の会の人たちもそこに出店している。今回の提案はなおえつ鉄道まつりとの整合性

はどうなのか。独自で開催するということだと思うが、１０月１５日近辺はなおえつ鉄

道まつりがあるし、単独で開催して盛り上げることができるのか。 

【増田委員】 

  当日は、なおえつ鉄道まつりの開催予定日と記載されているので、その日に行うとい

うことだと思う。 

【磯田委員】 

  除幕式をその日に行うということか。 

【増田委員】 

  そうである。 

  磯田委員も言われたが、事業１は昨年と全く同じである。昨年と同じものを私たちは

不採択にしたものを、今年採択にすることはどうなのか、大きな問題だと思う。また、
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除幕式についても、これだけの金額をかける考え方が理解できない。 

【中村センター長】 

  それでは、改めて順番に質問事項を確認する。 

「№１ クリーンナップ上越ｉｎ五智事業」については、質問なし。 

  「№２ 直江津地区ひとり親家族緊急支援事業」については、 

・市内に約１，３００あるひとり親世帯のうち、３０世帯しか対象にしていないが、費

用対効果の考え方を教えてほしい  

・ＳＮＳ等を利用していない世帯への周知の方法 

・各回３０世帯ということに対する直江津地区で実施する理由、明確な関連性を教えて

ほしいという質問とする。 

  「№３ 五智公園の整備、有効活用支援事業」については、 

・リーフレットを３，０００部作るのは、複数年に渡るものではないかという質問とす

る。 

  「№４ 上越市「地域の宝」北前船がはこんだものガイドマップ改訂事業」について

は、マップを正確に作ってほしいという要望とする。質問はなし。 

  「№５ 直江津区 若者活性化事業」については、 

・本来の目的とサークルの全体的な活動を教えてほしい 

 ・ＰＲ方法は、他の手段を考えられないか 

・目的にあるソーシャルビジネスを進めていくことと、事業内容の具体的な関連性を教

えてほしいという質問とする。 

  「№６ マタニティー＆子育て家族フェス事業」については、 

・事業のタイムスケジュールを教えてほしい 

 ・年間の活動を教えてほしいという質問とする。 

  「№７ 「直江津写真フェア」事業については、質問なし。 

  「№８ （仮称）なおえつ うみまちアート２０２２事業」については、 

 ・なおえつ屋台会館でのイベントの内容を具体的に教えてほしいという質問とする。 

「№９ えちご・くびき野１００㎞マラソン直江津おもてなしプロジェクト２０２２

事業」については、質問なし。 

  「№１０ 天王川クリーンナップ大作戦事業」については、質問なし。 

  「№１１ 直江津水族館ロード（仮称）アート修景整備事業」については、質問なし。 
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「№１２ 交流と賑わいによる「みなとまちづくり」プロジェクト事業」については、

質問なし。 

  「№１３ 福永十三郎顕彰・四十物祭事業」については、質問なし。 

「№１４ 「新潟県鉄道発祥の地・直江津」の魅力発信事業」については、まず、事

務局から補足説明したい。提案書が出てきた時点で昨年不採択だった際の意見も踏まえ

て、書き加えてほしいと依頼した結果が今回の提案書である。昨年提案者に伝えた意見

は、「動輪を移設することが、まちの活性化や賑わいの創出につなぐ方策として具体性を

感じることができない」「費用面や通行への影響のほか、審査基準にある公益性、必要性、

参加性など総合的に考えると、採択は難しいのではないかと考える」「南口の動輪は錆が

出ている。日常の手入れもお願いしたい」である。 

・昨年度の採択審査の過程で委員から出された意見等に対しての回答がほしい 

・除幕式の必要性を教えてほしいという質問とする。 

【増田委員】 

  細かい質問は、後日、質問書として提出すればよいのか。 

【中村センター長】 

  ５月１９日の午後３時までにお願いしたい。 

【青山副会長】 

  次に「その他」について、事務局へ説明を求める。 

【小川係長】 

・今後のスケジュールを説明 

・次回の協議会：６月３日（金）午後６時３０分から 

【青山副会長】 

・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 北部まちづくりセンター 

    TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 

mailto:hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp

